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次世代衛星携帯電話を利用したリモートGPSモニタリングシステム(REGMOS-Hybrid)
の開発
Development of a Remote GPS Monitoring System (REGMOS-Hybrid) using Next Gen-
eration Mobile Satellite Phones
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我々は 1998年、日本国内の通信事業者の衛星携帯電話サービスを利用したリモートGPSモニタリングシステム (REG-
MOS)を開発した。REGMOSは、太陽光発電装置により電源を供給してGPSデータを取得し、そのデータは衛星携帯電
話サービスを利用して転送する装置である。最大の特徴は、電源、GPS及び衛星携帯電話端末を通信制御ユニット (TCU)
が監理し、GPS、衛星携帯電話端末及び TCUに障害が発生した場合には、それぞれの機器をリセットさせる機能を有し
ていることである。
我々はこの装置をインフラが整備さていない活動的火山や、地震発生によりインフラが遮断された地域に設置してGPS

データを取得してきた。しかし、このシステムでは、通信速度が 4.8kbpsであったため、データの転送にかかる通信時
間が長く、転送中に電話が途切れてしまう問題がしばしば発生した。また、近年は REGMOSをプラットホームとして、
GPSデータのほか、画像や他のセンサーによるデータを取得するニーズが高まっており、増大するデータを安定して転
送できるよう、通信の高速化が大きな課題となっていた。
そのような中、2009年 2月から Inmarsat社による高速データ通信が、極地を除く世界中で利用可能となった。そこで

我々は、Inmarsat社による通信サービスの 1つであるBroadband Global Area Network(BGAN)によるデータ通信を導入し、
GPSのほか画像、地温、傾斜等のデータを取得、転送できる新しいリモート観測制御システム (REGMOS-Hybrid)を開発
した。そして、そのシステムを 2010年 9月に樽前山に設置して、火山活動を監視してきた。本講演ではREGMOS-Hybrid
のシステム構造を紹介するとともに、これまで樽前山で取得された GPS、画像等のデータを報告する。
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